
県内における風⼒発電導⼊拡⼤と
メンテナンス産業の潜在性
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平成31年1月29日
福島県産業創出課



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

再生可能エネルギーの導入実績（原油換算）

県内エネルギー需要

再エネ導入目標

100%

63.7%

40.2%

2016年度

28.2%

単位：千kl

2011年度

21.9%

（単位：千kl）

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

導入実績 A 1,924 1,948 1,971 1,988 2,064 2,148 2,334 2,398

一次エネルギー供給 B 9,087 9,026 9,005 8,987 8,619 8,572 8,562 8,517

一次エネルギー供給に占める割合（A／B） 21.2% 21.6% 21.9% 22.1% 23.9% 25.1% 27.3% 28.2%

再生可能エネルギーの導⼊目標

２０４０年頃を目処に、県内エネルギー需要量の１００％以上に相当する量のエネルギーを再生可
能エネルギーで生み出す。

福島県再⽣可能エネルギー推進ビジョン（２０１２年改訂）
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2017年度

30.3%



○ 福島新エネ社会構想は、国家プロジェクトとして2016年9
月にとりまとめられた。

〇 この構想は、福島全県を未来の新エネ社会を先取りする
モデル拠点を創出し、エネルギー分野からの福島復興を後
押しするもの

○ 阿武隈、双葉エリアの風⼒発電のため
の送電線増強

・電⼒会社、発電事業者等による送電線
整備、管理等を⾏う事業体の設⽴

・関係省庁等によるルート検討、⼟地利
⽤等に関する検討会の⽴ち上げ

再生可能エネルギーの導⼊拡⼤

○ 再エネによる大規模水素製造（世界
最大１万kW級）

○ 次世代の水素輸送・貯蔵技術の実証
（東京2020オリパラ競技大会期間中
の活⽤）
・ 2020年度中に福島県浪江町において
実証運転開始

水素社会実現のためのモデル構築

○ CO2フリー水素タウンのモデル創出

○ 全県大への展開(ＦＳ調査の実施)
・復興とも連携したスマートコミュニティ形成
にも資する先⾏事例集の作成
・県内におけるＦＳ調査の支援

スマートコミュニティの構築

〇 本構想は、以下の３本柱で構成
１．風⼒や太陽光発電等の再⽣可能エネルギーの導⼊拡⼤
２．再⽣可能エネルギーを活用した⼤規模水素製造、輸送・貯蔵、利用システムの構築
３．再⽣可能エネルギーや水素を上手に活用するコミュニティの構築

福島新エネ社会構想
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① 豊富な風⼒資源を活⽤して風⼒発電の導⼊拡大と県内への関連産業集積を
図り、復興を牽引

② 風況や送電施設の状況から、当面は、阿武隈⼭地と沿岸部（陸上）をターゲッ
トに県主導で事業を推進

③ ⼯事⽤道路や送電線（鉄塔、埋設）などの無計画な設置や非効率な⼭林開
発を抑制

④ 環境・景観対策の徹底や、事業を通じた地域貢献策等の実施

背 景

❶ 県補助事業により広域的な風況調査を実施し、風況データを県有化
❷ 県が参画して阿武隈・沿岸部の広域的な環境アセスメント（配慮
書）を実施
→ 複数事業者による重複調査を回避

データを県有化・公開することで事業者の参入促進
❸ 県が事業者を公募、補助⾦の交付
→ 環境面や地域貢献の観点で優れた提案をする事業者を厳選
→ 仮事業者公募・本事業者公募の２段階公募を実施
❹ 周辺地域の再エネが接続可能な共⽤送電線を設置
→ さらなる再エネ導⼊を促進

阿武隈・沿岸部風⼒発電構想

※ ☆は風況調査地点

阿武隈・沿岸部における風⼒発電構想

南相馬
変電所

新福島
変電所

南いわき開閉所

阿武隈エリア 沿岸部エリア
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県内で計画されている大型風⼒発電プロジェクトと既存の風⼒発電所を併せて、
県内の総設備容量は、７００ＭＷ規模となり、 国内でも有数の風⼒発電地域となる。

背景

風⼒発電メンテナンス産業の潜在性
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毎年最大で約７０億円規模の風⼒発電メンテナンス需要が⾒込まれる！

風⼒発電メンテナンス需要の創出

風⼒発電メンテナンス産業への新規参⼊は、今しかない！
しかも、⻑期的（２０年〜３０年）に需要が継続！

大きなビジネスチャンス

参⼊の方法は、、、
①風⼒発電事業者と協業 ②風⾞メーカーと協業
③メンテナンス専門へ



「風⾞メーカーとのマッチングイベントの開催」
１ 趣旨
個別企業様単独では難しい大⼿風⾞メーカーとのマッチング

の場を、県とエネルギー・エージェンシーふくしま（EAF）が提供
しております。マッチングには、EAFも同席し、その後のアフォロー
アップもお⼿伝いいたします。

２ 実績
これまで世界的大⼿風⾞メーカーとのマッチングイベント開催。
①平成29年8月7日 ⽇⽴製作所
②平成29年10月24日 ⽇⽴製作所
③平成30年1月25日 GE Renewable Energy
④平成30年10月12日 GE Renewable Energy
⑤平成30年11月21日 Senvion
⑥平成31年1月25日 Siemens Gamesa R.E.

県・EAFによる支援／実績①
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今後も引き続き開催いたします。是非御参加ください!!



再エネ研究会風⼒ワーキンググループ 「F-WIND」
１ 趣旨
風⼒発電関連産業分野への新規参⼊・販路拡大を目指す県内企

業が、課題を共有するとともに、課題解決を目指し、人材育成を含め
た集中的な取組・協業を進めることで、関連製品・サービスを提供する
ことを目指しております。

２ 参画企業・団体
○会川鉄⼯株式会社（いわき市）製品・部材納⼊（タワー）
○北芝電機株式会社（福島市）製品・部材納⼊（変圧器）
○東北ネヂ製造株式会社（いわき市）製品・部材納⼊（ボルト）
○株式会社福島三技協（福島市）メンテナンス
○株式会社誠電社（福島市）メンテナンス
○タオ・エンジニアリング株式会社（いわき市）メンテナンス
●（公社）いわき産学官ネットワーク協会（いわき市）

３ 実績
これまで月例会（7回）の開催、専門家による支援等を実施。

県・EAFによる支援／実績②
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事業参⼊に意欲をお持ちの皆様、是非お問い合わせください!!



「再エネ・地域フロンティア人材養成事業
〜風⼒発電コース〜」

１ 趣旨
今年度より福島県がアカデミア・コンソーシアムふくしまへ委託し、

新たに開始する再生可能エネルギー関連人材の養成事業を実施。
風⼒を始め、地中熱、太陽光、バイオマス、水素エネルギーに関し
て座学やフィールドワークを通して、専門性と実践⼒を有する再エネ
人材養成を目的にしています。

２ 実績（風⼒分野）
風⼒分野への参⼊を目指す県内企業向けにセミナーとフィールド

ワークを実施。
①平成30年7月11日 風⼒発電基礎（福大 佐藤教授）
②平成30年7月18日 研究動向（FREA ⼩垣チーム⻑）
③平成30年7月25日 開発動向（⽇⽴製作所 松信氏）

O&M（北拓 吉田氏）
④平成30年8月23-24日 ⽇⽴風⼒保守トレーニングセンター

県・EAFによる支援／実績③
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今後も同様の機会を提供いたします。是非御活⽤ください!!



福島発電

北芝電機

FREA

会津ラボ

エコ・パワー

福島三技協

朝日ラバー

アルパイン

東北ネヂ製造

タオ・エンジニアリング

いわき産学官ネットワーク協会

会川鉄工

北拓

ユーラスエナジー

会津若松会津若松会津若松会津若松WF

エコパワーエコパワーエコパワーエコパワー

（日立（日立（日立（日立 2MW××××8））））

郡山布引高原風力発電所郡山布引高原風力発電所郡山布引高原風力発電所郡山布引高原風力発電所

JPOWER（電源開発）（電源開発）（電源開発）（電源開発）

（（（（Enercon 2MW××××32/1.98MW××××1））））

桧山高原風力発電所桧山高原風力発電所桧山高原風力発電所桧山高原風力発電所

JPOWER（電源開発）（電源開発）（電源開発）（電源開発）

（（（（Repower 2MW××××14））））

滝根小白井滝根小白井滝根小白井滝根小白井WF

ユーラスエナジーユーラスエナジーユーラスエナジーユーラスエナジー

（（（（Vestas 2MW××××23））））

県内における風⼒産業集積状況
県内企業様による県内企業様による県内企業様による県内企業様による

さらさらさらさらなる参入をなる参入をなる参入をなる参入を

御支援いたします！御支援いたします！御支援いたします！御支援いたします！
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誠電社

万葉の里風力発電所万葉の里風力発電所万葉の里風力発電所万葉の里風力発電所

南相馬サステナジー南相馬サステナジー南相馬サステナジー南相馬サステナジー

（（（（Enercon 2.35MW××××4））））



まとめ
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ﾈｯﾄﾜｰ
ｸ形成

技術
開発

技術
実証

販路
拡⼤

人材
育成

◆福島県では風⼒発電メンテナンス
事業の展開に対して強⼒に
⽀援を⾏なって参ります 地元企業による

メンテナンスチーム
⽀援

風⼒メンテナンス
人材育成

ＲＥＩＦ等出展⽀援
市場調査⽀援

メンテナンス
実証研究⽀援

メンテナンス
技術開発⽀援


